
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
   
 

学 校 名 岐阜県立郡上高等学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月１日（金）～１１月１４日（木） 

実 施 概 要 
   

①ＰＴＡ･職員･生徒合同交通安全挨拶運動 

②郡上市吹奏楽合同演奏会 

③マラソン大会  ④台湾の教師との交流会  ⑤公開授業 

⑥「ふるさと」について学ぶ講演会 

⑦「救急救命法」についての理解と対処法を学ぶ講演会 

⑧食事伝承交流会､実習製品販売会（期間外になりますが） 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  ｖ自然   ｖ歴史   ｖ文化   ｖ産業   ｖその他 

 公開の方法 
  ｖ授業公開 ｖ成果発表 ｖ交流活動 ｖ講演会等 
 
  ｖ地域行事等参加 ｖその他 

来 校 者 数 保 護 者              ７７ 人  
    計   ３８８ 人 

地域関係者            ３１１ 人 

 

実 施 状 況 
 

 

１ ＰＴＡ･職員･生徒合同交通安全挨拶運動（１１月１日～８日） 

  ・生徒の登校時の交通マナーについて合同で指導し、「命の大切さ」や安全

意識の向上を図った。また、笑顔で元気に挨拶を交わすと共に、身だしな

みの声かけ指導も行った。 

２  第３回郡上市吹奏楽合同演奏会（１１月３日） 

・一昨年度から郡上市内の中学校・高校と市民吹奏楽団が合同で、東日本大

震災の被災地復興を願い「がんばれ日本！がんばれ東北！」をテーマに開

催し、競演した。中高生で運営し、会場で募金活動も行った。 

３ マラソン大会の公開（１１月６日） 

・マラソン大会を保護者、地域に公開し、本校生徒の頑張る一面を知る機会

とした。 

４  台湾の教師との交流会（１１月１１日） 

 ・県の観光課・教育委員会からの依頼により、台湾の青少年との交流や将来

のリピーターとなる青少年の育成を目的に、台湾からの教育旅行の誘致を

図るために、台湾の教師との交流会を実施した。 

５  公開授業の実施（１１月１１日） 

 ・保護者、中学校の先生、地域の方々に第３限～第６限の授業を公開し、保

護者との懇談会、授業研究会などにおいて広く意見を聞く機会とした。 

６ 「ふるさと」について学ぶ講演会の実施（１１月１１日） 

  ・総合学科の総合的な学習の時間にて、郡上市職員による出前講座「観光地

『郡上』の魅力を知り、伝える」と題する講演会を実施し、「ふるさと」

について学ぶ機会とした。保護者、中学校の先生にも公開とした。 

 



 ７ 「救急救命法」について学ぶ保健講話の実施（１１月１３日） 

・「あなたは愛する人を救えますか？」というテーマの全校生徒を対象とする

講演会を実施し、救急救命法に対する理解と対処法などついて学ぶ機会と

した。 

８ 地域の方々との交流として、実習生産物販売会を１２月７日、郡上の食事

伝承交流会を１２月１２日に計画している。 

・実習製品販売会…本校実習生産物の販売、起業家育成プログラムの模擬企

業による販売、本校専門学科の学習・活動内容紹介などを農業クラブ、専

門学科２、３年生で計画している。 

・郡上の食事伝承交流会…元おくみの高原七郷会有志、岐阜県農林事務所、

郡上市農務水産課と郷土料理や食文化、授業で学習した加工技術を通して

の試食会、意見交流会を計画している。本校食品流通科３年生１２名、元

七郷会有志４名、岐阜県農林事務所２名、郡上市農務水産課１名参加予定

。 

成果及び課題 
  

     

１ ＰＴＡ･職員･生徒合同交通安全挨拶運動 

  毎年春と秋の２回実施しているが、ＰＴＡの方には生徒達の登校時の様子

(マナーや身だしなみなど)を見ていただく良い機会としている。生徒達

も、ＭＳリーダーズ、生活委員を中心に参加しているが、交通マナーや安

全意識の向上を学ぶ良い機会となっている。 

２  郡上市吹奏楽合同演奏会 

  郡上市内の中学・高校による合同演奏会は、中高生の連携や地域文化を高

めようと、生徒たちが実行委員会を立ち上げ、夏休みからプログラム作成

や司会進行方法などについて計画を進めてきた。東日本大震災被災者支援

をテーマに、心を一つに奏でた応援歌の音色は約５４０人の聴衆を魅了し

た。生徒達もこの交流活動によって、今までの活動とは違った充実感を味

わうことができ、今後も継続させたいと考えている。 

３ マラソン大会の公開 

  ＰＴＡ母親委員会を中心に７名の保護者が参加された。当日は生徒の激励

を兼ね、スポーツドリンクの給水等を積極的に行っていただいた。 

４  台湾の教師との交流会 

台湾の教師７名、通訳１名と日本の観光関係者４名の計１２名が来校され

た。本校の学校紹介、授業等の校内視察、意見交換、記念品交換などを行

った。短い時間ではあったが、日本の教育制度や高等学校などについて理

解してもらう良い交流会であった。 

５ 公開授業 

  選択制少人数及び、習熟度別授業、総合学科、専門学科の実習・実験によ

る授業などを参観授業の対象とした。参観者からは生徒が大変主体的に取

り組んでいるとの意見をいただいた。 

６ 「ふるさと」について学ぶ講演会 

    郡上市の観光の現状・課題・今後のビジョンを聞くことで、郡上市を取り

巻く厳しい状況を、生徒達が自分自身の問題としてとらえ、自分には何が

できるか、どのように協力していったらよいかについて真剣に考えること

ができた。 

７ 「救急救命法」について学ぶ保健講話 

    １年間に約６万人が突然死で亡くなっている状況の中、蘇生処置と生存率の

関係、心臓マッサージやＡＥＤを用いた心肺蘇生の大切さを聞くことで、生

徒達は、救急救命法の必要性と重要性について理解でき、対処法などにつ

いて学ぶ良い機会であった。 

 


